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論文内容の要旨

歯科鋳造において鋳造欠陥のない鋳造体を得ることは重要な課題である。鋳造欠陥には、鋳巣、鋳

込み不足による欠損、表面の凹凸、異物の混入など多くのものがあるが、特に、鋳巣の原因としては、

金属が凝固する際に生じる凝固収縮孔は重要なものである。

凝固収縮孔が生じる原因はパターンとスプルーの凝固時間の相対的な関係によると云われてきたが、

わずかにパターンの凝固時間に関する研究がみられるのみで、スプルーの凝固時間や残り湯からスプ

j レーへの熱の伝導に関する研究はみられない。そして、従来、凝固収縮孔の防止には、太くて短いスプ

ル一線の使用や湯溜りをつけることなどが提唱されてきた。

そこで本研究は、歯科鋳造における凝固収縮孔を防ぐための基礎的な実験として、残り湯、スブル

ーおよびパターンの凝固時間を測定し、これら各部の凝固時間の相互関係が、種々の鋳造条件のもと

でどのように変化するかを検討するとともに、あわせて、残り湯からスブルーへの熱の伝導について

も+食言すを加えたものである。

まず、熱電対挿入の影響をみるために、太さの異なる 3 種のアルメルークロメル熱電対を用いてス

プルー内の凝固時間を測定した。

その結果、直径1.5mmのスプルーでも、直径o .lmmの熱電対を使用した場合にはその影響が小さいこと

がわかった。

そこで、残り湯、パターンおよび残り湯からの距離をいろいろ変えたスプルー内のこれら 3 カ所に

アルメルークロメル熱電対を挿入、埋没し、多ペンレコーダーにて、金属の溶融温度および鋳型温度

を所定の条件にコントロールしつつ上三己 3 カ所の温度を同時記録し、記録紙上で各部の凝固時間を求

めた。

鋳造用パターンとして、厚さ l .4mmのパラフィンワックスを直径21mmの円板状に打ち抜き、クリスト

パライト埋没材を用いて空気圧鋳造法にて鋳造した。凝固温度が一定であること、凝固収縮孔が表面
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にできやすい金属であること、歯科鋳造における中溶金属に相応する凝固温度を有すること、反覆使

用できることなどの理由から、金属として主に純銀を使用した。

その結果、残り湯の凝固時間は、残り湯の量、鋳込み温度、鋳型温度などによって左右されるが、

常にスプルーやパターンの凝固時間よりも長かった

スプルーの凝固時間は、スプルーの太さの影響が大きく、スプルーの長さが短くなると、金属溶融

時の火災によるスプルー壁埋没材予熱の効果や残り湯からの熱伝導の影響がみられた。

また、パターンの凝固時間については、鋳込み温度よりも鋳型温度の影響が大きいことがわかったO

次に、熱伝導の基本式を応用して、パターンおよびスブルーの凝固時間と鋳造操作にむける諸因子

との関係を示す近似式を導いた。そして、スプルーの凝固時間の近似式を用いて、スプル一個有の熱

量、残り湯からの熱伝導およびスプルー壁埋没材予熱の効果などの因子がスプルーの凝固時間に及ぼ

す程度を検討した。

次いで、、スブルーからパターンへの湯の供給され易さを知る指標として、スプルーの凝固時間ts と

ノ f ターンの凝固時間tp との比ts / tp を求め、種斗の鋳造条件について比較した。

その結果、スブルー直径の影響はきわめて大きく、これを太くするほどts / tp は著しく増大した。

また。スプルーの長さを短くするほどts / tp は増大するが、この場合には鋳型温度、鋳込み温度、残

り湯の量なと守の諸国子がts / tp の値に影響してくることがわかった。また、残り湯に近い部分では、

金属溶融時に加熱されてスプルー壁埋没材の温度が上昇するので、スブルーの凝固を遅らせ、 ts / tp 

を増大させる原因になっていることがわかったO また、求めたスプルーおよびパターンの凝固時間に

関する近似式は、凝固時間と鋳造操作における諸因子との関係をよく表現していることが認められた。

以上、鋳造における諸因子がスプルーとパターンの凝固時間の比ts / tp に与える影響について比較

した結果、スブルー直径むよびスブルー長さの影響が大きく、鋳込み温度、鋳型温度、残り湯の量な

どの影響は比較的小さいことが認められた。また、熱伝導の基本式を応用し、残り湯からスプルーへ

の熱の伝導に関与する因子を考慮して、凝固時間に関する近似式を導き、計算値と実験値とを比較検

討-した。

論文の審査結果の要旨

本研究は、歯科鋳造における凝固収縮孔の防止を目的として基礎的に研究したものであるが、従来

ほとんど知られていなかった、スプルーとパターンとの凝固時間の相対的な関係、ならびに、残り湯か

与スフ。ルーへの熱の伝導について、重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。

よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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